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各都道府県・指定都市教育委員会学校安全主管課 

各都道府県教育委員会専修学校各種学校主管課 
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各 国 公 私 立 高 等 専 門 学 校 事 務 局 御中 

構造改革特別区域法第 12 条第 1 項の認定を 

受けた地方公共団体の学校設置会社担当課 

厚 生 労 働 省 医 政 局 医 療 経 営 支 援 課 
厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課 
各都道府県・指定都市・中核市認定こども園主管課 
 

 
              文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課 
 
 

熱中症事故の防止について 

 

 熱中症事故の防止については，これまでも「熱中症事故の防止について（依頼）」

（平成 30 年５月 15 日付け 30 初健食第 4 号）や「熱中症事故の防止について」（平

成 30 年７月４日付け事務連絡）で，関係者に対する熱中症事故防止に必要な事項

の理解の徹底及び事故防止のための適切な措置を講ずるようお願いしているとこ

ろです。 

 この度，７月１７日に愛知県において小学校１年生の児童が校外学習後に熱中

症によって死亡するという痛ましい事故が発生しました。 
事故の経緯については現在究明中ですが，今後７月下旬にかけて西日本と東日本

で高温が続く恐れがあることから，改めて，以下の点について関係者に周知徹底を

図り，熱中症事故防止に万全の対策を講ずるようお願いします。 
○気象庁が発表する情報や環境省熱中症予防情報サイト上の暑さ指数等の情報

に十分留意し，気温・湿度などの環境条件に配慮した活動を実施すること。

その際，活動の中止や，延期，見直し等柔軟に対応を検討すること。 
○活動前，活動中，終了後にこまめに水分や塩分を補給し，休憩を取るととも

に，児童生徒等への健康観察など健康管理を徹底すること。 
○熱中症の疑いのある症状が見られた場合には，早期に水分・塩分補給，体温



の冷却，病院への搬送等，適切な応急手当等を実施すること。 
○学校の管理下における熱中症事故は，運動部活動以外の部活動や，屋内での

授業中においても発生しており，また，体がまだ暑さに慣れていない時期，

それほど高くない気温（25～30℃）でも湿度等その他の条件により発生して

いることに留意すること。 
 また，夏季休業中は，部活動や校外活動等の学校における教育活動のほか，児童

生徒等のみで活動する機会が増えることや，さらに平成３０年７月豪雨の被災地で

は，気温が上昇している中での復旧作業や生活環境の変化等により熱中症にかかる

可能性が高まることを踏まえ，安全管理のみならず，児童生徒等への指導も含めて

適切な対応をお願いします。 
  各都道府県・指定都市教育委員会におかれては，所管の学校（専修学校・各種学

校を含む。以下同じ。），及び域内の市町村教育委員会に対して，各都道府県私立

学校主管課におかれては，所轄の学校法人，学校に対して，各国公立大学担当課に

おかれては附属学校に対して，構造改革特別区域法（平成 14 年法律第 189 号）第

12 条第１項の認定を受けた地方公共団体の学校設置会社担当課におかれては所轄

の学校設置会社等及び学校に対して，厚生労働省の専修学校主管課におかれては，

所管の専修学校に対して，都道府県認定こども園主管課においては，域内の市区町

村認定こども園主管課及び所轄の認定こども園に対して，このことについて周知さ

れるようお願いします。 
 

【問合せ先】 
文部科学省初等中等教育局 
健康教育・食育課学校安全係 

 tel：03-5253-4111（2917） 

 fax：03-6734-3794 


